
1
地域経済シンポジ
ウム活性化

○　後藤田正純徳島県知事は日本政策金融公庫徳島支店と一体となつて人口減少の対策として、新産業の創出を
行わなければならない。
　※　宇宙航空産業，ロボット産業，バイオゲノム遺伝子産業，医療工学産業，光量子工学産業，健康科学産
業，医薬・創薬産業，高度炭素繊維素材産業，LD半導体レ-ザ-ダイオ-ド産業，食品加工産業，情報科学産業な
ど
　※　徳島県に仕事と雇用を増やして、国内需要の増大や経済活動の進捗を図る。

2
バッテリーバレイ
構想

バッテリーバレイ構想の資料について興味深く読みました。　2025年現在はCATLやBYD、GALBといった中国企業
がビックリするような価格競争を行っており今や車載用のバッテリーは1kwhあたり100ドル割っててレッドオー
シャン化しております。
あの世界的投資家のウォーレンバフェットも見切りを付けてBYD株を全て売却しました、今後は液晶パネル製造
のように儲からない事業になりそうです。
そこで提案です、比較的高性能なEV車に乗っていれば充電性能が150kwhなど高出力充電に対応してますが高速充
電器側が配線の加熱などで勝手に低速充電になります。
PowerXや新電元などの充電器であれば充電ケーブルにも冷却機構が備わっており比較的に高速で充電できます
が、ここはまだまだ企業数も少なく参入のチャンスもあるかと思います。　
将来的には大型トラックやバスなどもEV化されると思います。　バッテリーそのものではなく徳島県が狙うのは
高速充電用の設備メーカーや中古EV車のバッテリー再生リファビッシュ事業などはどうでしょうか？

3
徳島に新世代の原
発誘致を

小松島市や阿南市あたりに新世代の革新的原発を誘致できないものでしょうか？　当然、設置工事により雇用も
生まれますし産業も育ちます。四国地域の電気代も下がるでしょう。
2025年8月から原発立地地域振興特別措置法が改正されて30km圏内は道路、港、学校などの整備について国から
55%財政支援が受けられるようになったので、地域活性化に繋がると思います。　小松島市付近での設置であれ
ば30km圏内に徳島市、鳴門市、阿南市も含まれるので老朽化した公立学校も国の55%の支援で建て替えできま
す。
企業の投資、誘致の支援もありますしワットビット連携で原発のようなグリーン電力の近隣にデータセンターも
設置しようという世界的な流れもあります。
想定される地震、津波対策は、東日本大震災以降に設計された革新原発の革新軽水炉は安全性がとても高い上
に、そもそも津波の想定より高い位置に設置されていれば問題ないかと思います。
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